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災害に備えて

1. 災害は「家の中の備え」から
近年は台風や豪雨が増え、急な停電や避難が必要になることがあります。まずは、家の中でで
きる簡単な備えを整えておくことが安心につながる。
飲み水の確保
1人1日2リットルを目安に、数日分をペットボトルで準備
非常食の準備 ：おかゆ・ゼリー飲料・缶詰など、食べやすいものを中心に
薬のストック ：いつも飲んでいる薬は、最低3日分を予備として確保

2. 停電への備え
停電は夜間の転倒リスクが高く、特に高齢者にとって危険です。
懐中電灯の置き場所 ：ベッド横・玄関・トイレなど、すぐ手に取れる場所に
電池の予備を確保 ：乾電池は種類をそろえておくと安心
携帯電話の充電 ：モバイルバッテリーを1つ常備

3. 避難の判断は「早め」が基本
大雨や台風の際は、テレビ・ラジオ・市の防災メールなどで情報を確認し、迷ったら早めに避難
することが大切。
避難場所の確認 ：敷戸団地は高台にあるので大雨による浸水はないかとおもいますが、夜間
の避難は危険
４．最後に
熊本地震では 猛暑＋断水 が被災者を大きく苦しめました。全国から給水車が集まり、応急給
水を展開。氷川町では可搬式浄水装置で 飲料水・入浴支援 を再開。民間企業のシャワー支
援が避難所・医療施設を支えたそうです。別府市も温泉を運んでました。大分県は隣の県です
から、できるだけ応援に行けるといいです。

ほっと一息

災害が続きます

大分ではもう少し雨が欲しいところでしたが、千葉では想像を絶する大雨で、
被害は甚大でしたね。熊本の地震では、南の方の方は生活が大変そうです。
猛暑の中、断水はつらいでしょう。物資が用意できても、人手が足りない
ようです。力を貸したいところですが、体力と時間がないので、できる方に
委ね、頭を下げるしかありません。教訓を生かして、災害に備えたいと
思います。

大分県の初盆を象徴する「籠盛り文化」
大分県の初盆で特に特徴的なのが籠盛り（かごもり）。

高さ120〜150cm、横100cmほどで、大型海苔・お菓子・缶詰・線香などを

豪華に盛り造花で華やかに飾る。 親族・近所から多数届き、仏間に

ずらりと並ぶこれは全国でも珍しく、静岡遠州地方と大分県だけに残る

独特の風習とのこと。義叔母の初盆に帰ってきた大阪の従妹と

話題に。親世代が付き合いでやり取りしていた仏事が、全く子ども

世代の務めになりました。



日 月 火 水 木 金 土

1 ２ ３ ４ ５

◎健康麻雀 ●健康体操 ◎健康麻雀

6 7 8 9 10 11 12

◎健康麻雀 ◎健康麻雀

13 14 15 16 17 18 19

□音楽 ◎健康麻雀 ●健康体操 ◎健康麻雀

◎健康麻雀

20 21 22 23 24 25 26

●健康体操 ◎健康麻雀

27 28 29 30

□音楽 ◎健康麻雀

◎健康麻雀

□音楽(10：45～11:45)

　　『会員になってサークルに参加しませんか？』

対象者：大人ならどなたでも。地域も問いません。

　　　　お一人で来られる方。

入会金：1,000円

※講座によっては別途費用がかかる場合もあります。ご確認ください。

　　　　　『スマイルゆいと地域づくり』

募集中・・・

各種講座の指導者も募集しています。

会費：月々1,000円(小学生は会費無料)   ま
とめて年会費納入で￥10,000

「楽器の指導」「絵手紙」など、腕に覚えの
ある方、ぜひご参加下さい。

●健康体操(10：２0～11：５0)

INFORMATIONS

○書道(10：０0～1１：３0) ◎健康麻雀①②③(13：00～1６：00)

９月

みなさんが楽しく集い、お元気でおられますように・・・

ミクスチャーハウスえんでは、地域交流スペースを設け、会員制による中高年の仲間づくり・

生きがいづくりの場をご提供します。行政の枠を超えて、子どもさんから高齢者まで利
用できるように考えています。スタッフ共々お待ちしています。どうぞご活用ください。
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